


ヘルメットタイプと取付手順の確認

本体の取付

取付方法 B+COM 7X EVOの音質性能を最大限発揮させるには、取付位置が重要です。

ジェットヘルメットなどのヘルメットは外音が入ることが多く、フルフェイスタイプと比べると音質が劣る
傾向にあります。また、フルフェイスタイプであってもシールドやエアインテークの開閉状態により
外音の入り込みが大きくなり、本来の音量、音質が得られない場合があります。

イヤースペースがあるタイプ

チークパッド(システムパッド)のイヤースペースが布で覆われ脱着できるタイプ

面ファスナー(ループ)

調整パッド

面ファスナー(フック)
　※スピーカーに貼付け
　　されています。

●調整パッド
耳とスピーカーの隙間が大きい場合、必要に応じて挟んでください。
（付属のパッド等で固定や調整が難しい場合は、

  市販の調整しやすいものを追加し、装着してください。）

スピーカーはイヤースペースの下側、前方寄りに取付けてください。

・耳の穴とスピーカーの中心が合いやすくなります。
・耳の入るスペースが空くので、圧迫感が少なくなります。

チークパッド(右) 下側 ヘルメットスピーカー

前方寄り

耳にやさしくフィットするよう
調整パッドで隙間を調整してください。

スピーカーはイヤースペースの下側、
前方寄りに、ストラップの付け根に寄せるように
取付けてください。

スピーカー単体を耳にあて本来の音量や音質を確認しておきましょう。ヘルメットを被った際、ほぼ同じように聴こえることが重要です。
位置が適正でないと、「耳が痛い」、「スピードを上げると聴こえない」、「(音量を上げると)ノイズがひどい」といった症状になります。

頭の大きさに合った
ヘルメットへの装着が
基本です。

調整パッド

耳の穴とスピーカーの
中心を合わせます。

●隙間が大きい

●耳の中心からずれている

→本来の音量、音質が得られない可能性があります。
●耳の穴とスピーカーの中心が合いやすくなります。
●上側の耳たぶのスペースが空くので耳が 押されにくくなり
　使 用中に耳が 痛くなりにくくなります。

イヤースペース

ストラップ

チークパッドを取外し、面ファスナーのループを
スピーカー設置場所に貼付け、スピーカーを固定します。

チークパッドを取外し、布の中へスピーカーを入れて
面ファスナーで固定してください。

●ワイヤークリップの組立て

ヘルメット外装へ挟み込むため、確実なホールド性と
高いフィット感が得られます。保護ラバーはヘルメット
外装への傷防止とグリップ力を高めます。

面ファスナー（ループ）

面ファスナー（フック）

マグネットクレードル

スピーカー

チークパッドのホックや
ストラップのピンなどに
当たらず、クリップが奥まで
入る位置に取付けます。

貼付けて使用 ●面ファスナーで取付ける場合
付属の面ファスナーをマグネットクレードルと
ヘルメットに貼付けます。

貼付けする面は必ず脱脂を行ってください。
貼付け後、約24時間保管しご使用ください。

ワイヤークリップを使用

マグネットクレードルの取付方法は2種類あり、ヘルメットの仕様や使い勝手により取付方法をお選びください。

組立にはドライバーNo.1 が必要になります。
ハイブリッドアームマイクの取付け

ワイヤーマイクの取付け

ワイヤーマイク

集音部

両面粘着シート

ワイヤーマイク

ヘルメットの種類に合わせて
マイクの取付方法を選びます。

フルフェイスタイプ システムタイプ スポーツジェットタイプ ジェットタイプ

ハイブリッド
アームマイク

本体にマグネットクレードルがついた状態で同梱されています。ヘルメットに取付する際は、本体を外して
から取付してください。

マグネットクレードルのロックレバーを
押し下げながら、本体側面を上へ持ち上げます。

本体を近づけるとマグネットで吸着します。

マグネットで吸着

マイクの取付 マグネットクレードル
の取付

スピーカーの
取付
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マイクの取付け2.

スピーカーの取付け1.

マグネットクレードルの取付け3.

本体の取付け4.

装着時の注意点
●このクイックマニュアルおよびヘルメットの取扱説明書に従って作業を行ってください。　●内装が脱着できるヘルメットは、耳に当たる部分の内装(チークパッド)を外しておくと、作業がスムーズに進みます。　●接着シートで貼付けるパーツは、
取付位置を仮決めして、操作に支障がないことを確認した後、接着面の清掃、脱脂を行ってから貼付けてください。　●余った配線は、傷つけないようヘルメットの帽体と内装の間に入れてください。　●作業終了後、配線接続の最終確認をしてか
ら動作確認を行ってください。　●ヘルメットにより簡単に取付できない場合がございます。その場合はヘルメットをご購入された販売店様へご相談ください。(ヘルメットを加工する場合、お客様の自己責任の上で、加工、装着を行ってください。)

本体とマグネットクレードルの取付/取外方法重要

マグネットクレードルのコネクタとマイクスピーカーコネクタの接続

(Arai社製など)

取付ける前に本来の音量・音質を確認しましょう！

ハイブリッドアームマイクを
取付けすると

チークパッドが取外せない場合

チークパッド 帽体

取付するヘルメットによって
チークパッドと帽体との間に
隙間が生じる場合があります。

チークパッドが外れない場合には
チークパッドの隙間に差込むなど
してお使いください。

●マイクスポンジの取付け

●スポンジの取付位置

●マイクスポンジの取付

取外し取付け

ワイヤーマイク用スポンジ

帽体の内側を
アルコールなどで
脱脂します。

脱脂

ワイヤーマイクは
穴の空いている面が
マイク集音部です。
マイク集音部を口元側に
向けてください。

マイク用面ファスナー
貼付け後、マイクを
ヘルメットに取付けます。

マイクスポンジは必ず取付けて
ご使用ください。
風切り音を軽減します。

2種類のマイクが同梱されています。
ヘルメットの種類に合わせてマイクの取付方法を選びます。

→本来の音量、音質が得られないだけでなく、長時間
　の使用で耳が痛くなる可能性があります(特に耳の上部)。

本体をマグネットクレードルに近づけると
マグネットで吸着します。
※走行時は本体を必ず取付けてください。

フルフェイス
チンガード部

チークパッド
風の影響を受けやすい、エアインテークを避けた
位置へ貼付けます。
図を参考になるべく下からの巻き込み風が少ない
上よりの位置に取付けてください。

エアインテーク

※貼付け前にスポンジ貼付位置を脱脂してください

ネジ

ワイヤー
クリップホルダー

ワイヤークリップ

保護ラバー

https://sygnhouse.jp/products/bcom/bcom-7x-evo/#how-to

詳しい「ヘルメット取付資料」はこちらからご確認ください

※取付け後は本体とクレードルの間に隙間やがたつきが
　ないことを確認して下さい。
※本体を取付ける際に異物や、水分などが入り込まない
　よう注意してください。

※本体を取付ける際に異物や、水分などが入り込まないよう注意してください。

※取外す際はアンテナをひっぱったり、
　ロックレバーに無理な力を加えないようにして下さい。

ヘルメットに取付けた後、マグネットクレードルの
コネクタとマイクスピーカーのコネクタを接続して
チークパッドを元に戻します。
※コネクタを接続する際はケーブルを引っ張らず
　コネクタ部分を持って抜き差しを行ってください。

チンガード部の口元に接着シート付きのワイヤーマイク用
スポンジを貼付けます。
ワイヤーマイクはヘルメット帽体 (外装 )とチークパッド(内装)の
隙間からケーブルが出るように配線し、マイクスポンジのスリットに
マイクを挿入します。

ロックレバー

本体側面

本体側面

前方寄り

下側

ケーブルが噛み込んだり、折れたりしないように気をつけて配線してください。
またケーブルに無理に力がかかったりしないよう配線に余裕を持たせてください。

余ったケーブルは傷つけないようにヘルメット帽体と内装の間に押し込んでください

ホック/ピン

スピーカー

内装

帽体

マイク
※コネクタの端子の
　凹凸の向きに
　注意して
　差込んでください。 コネクタ部分を持つ 凹凸を合わせる

マイク用面ファスナー、マイクを仮置きして貼付け位置を決定します。取付前のポイント

マイクとホックが近い場合、
ホックが外れやすくなる
恐れがあります。 マイク用面ファスナーがヘルメットの

ホックに重なる場合はカットします。

ホックPOINT

マイクについての注意点

・マイクは1～2cm離れた
  ところに設置

・口元に合わせる際は無理に曲げたり
  引っ張ったりしないようにしてください。
  落下の原因となります。

・マイクの突起を口元と
  向い合わせてください。

※走行中に巻き込み風や流速の早い風がヘルメットに当たる場合、風切り音となって大きいノイズが相手に聞こえてしまう場合があります。(シールド半開き時は特に増大します)

●ワイヤークリップの取付け

ヘルメットとマグネットクレードルのカーブが
大きく異なる場合は市販の強力な両面接着シートで
隙間分を埋めてから貼付けてください。

①＋のドライバーNo.1でネジ、
　ワイヤークリップホルダーを取外します。
②保護ラバーの剥離紙をはがして貼付けます。
③ワイヤークリップをはめ込みます。
④外したワイヤークリップホルダーを取付けます。
⑤ネジで確実に固定します。

脱脂する

本体とマグネットクレードルの端子部分を直接手で触らないようにしてください。接触不良や静電気による動作不良を引き起こし、
本機が正常に動作しなくなる恐れがあります。


